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＜連絡事項＞
・4/2グループ内研修を下記の日程で開催します。
日　時：4月2日(金)　13:15～
場　所：病院2階　会議室
テーマ：「救急対応」
講　師：中野JGM
当日の出欠予定の記入を各自でお願いします。
看護課共有→病院事業・プログラム→教育研修→R2年度→R2年度　出席表
→4/2　救急対応 
※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。
※資料は配布しませんので、各自筆記用具を持参して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・的場　舞様～便秘時センノシド(12)2Tの残数無し。主治医へ報告し、7回分処方。

・藤井　純子様～持参薬の処方切れあり。主治医へ報告し、同内容で8日分処方(3/26～4/2迄)。又、便秘時ピコスルファートNa内用液も残量無し。主治医より1本処方。

・新山　玄一郎様～3/23朝～5分粥となっているが、粥の水分でむせ込みそうになる場面見られている。船場Dr.からは3分粥 2日間→5分粥 2日間→全粥へ変更していくとの指示である為、栄養スタッフへ相談の上で本日昼より全粥へ変更する事としている。

・戸久世　渚様～16:00～主治医面談実施予定との事だったが、主治医のスケジュールを再度確認すると本日午後からはあおぞらクリニック往診の為に不在であった。本人と来院して頂いていた母様には上記日程調整ミスに関して謝罪し、来週中で再度主治医へ確認し日程調整し連絡をしていく事を説明し、了解され、母様は帰られている。本人からもこのような日程調整のミスが今後無いようにとの指摘を受けている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入や迷惑行為あり早めに開放観察終了している。自室内徘徊あるが、不潔行為や自傷行為無し。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。食事は1/2～2/3摂取し、時間で嗜好品対応も行っている。生理痛あり、10:35ロキソプロフェンNa(60)1T服用。スタッフ対応穏やかで不穏さや自傷行為に関する訴えは無いが、落ち着かないと訴え13:05ジプレキサ1A筋注実施。拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・若沢　理子様～診察時、主治医の声掛けに対しては無言であるが、他の患者様を診察している最中には主治医の肩を叩き、「おい、聞けよ。」と話す場面あり。10:30より放歌・気分高揚さ見られており、11:00大声で放歌して踊りながら、壁やドアを蹴る粗暴行動あり。介入にも落ち着かず、不穏時リスペリドン内用液(0.5)1P内服している。内服後、自室へ戻り臥床しているが、断続的に「もう嫌だー。」「帰りたいー。」等と叫ぶ等不穏さ顕著で見守り要している。

・木村　美智子様～バイタル異常無し。体交時の酸素飽和度低下も無い。10:30黒色便確認している。

・北村　イウ子様～昨日準夜帯より38℃台の発熱あり、クーリングで対応し解熱していたが、再度日勤帯で38℃台の発熱あり。クーリング再開している。昨日夕は全量、本日朝は2/3摂取しているが、昼は嘔気見られ、数口摂取で終了している。

・馬場　信子様～会話調の独語し、食事に集中出来ず時間掛けて全量摂取している。粗暴行為や不穏さはなく、ホールにて過ごしている。

＜皮膚科診察情報＞
・沼畑　勲様～特変無し。同前処置。

・木村　美智子様～背部粉瘤破れて内容物排出。ゲンタマイシン軟膏+ガーゼで処置の指示あり。ゲンタマイシン軟膏1本処方。

・澤口　利香様～両前腕特に左側の掻痕、落屑。アズノール軟膏+包帯。アズノール軟膏1本処方。

・赤石　陽介様～鶏眼摘除。アズノール軟膏塗布。

・水梨　孝純様～右踵皮弁切除。ウリモックスクリーム塗布。

・若沢　理子様～脱毛局面著変無し。同前処置。

・小笠原　久年様～漸次軽快。同前処置。

・馬場　信子様～両手、両足発赤落屑著明。テルビナフィンクリーム+デルモゾールDP軟膏を重ねて塗布。テルビナフィンクリーム1本、デルモゾ―ルDP軟膏1本処方。

・前田　忠弘様～数日前より左上肢～肩に発赤、水疱、落屑著明。帯状疱疹。軟膏処置+包帯。バラシクロビル　6T　3×毎食後　7日分処方(3/25昼～内服開始)。ゲンタマイシン軟膏2本処方。

＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～自室にて臥床され眠っており、声掛けに起きている。ぼんやりとした様子で体調は何ともない事を話されている。臨時薬同内容で7日分処方。

・小笠原　久年様～腰痛がある事訴えている。臥床してばかりいないようにと、歩行は転ばないよう注意していくよう主治医より伝えられる。

・小澤　和子様～同室者が「邪魔だって言うんだよ。」と話されている。臨時薬同内容で7日分処方。

・若沢　理子様～Aユニットホール徘徊されている。主治医声掛けに無言。他の患者様の診察をしていると、主治医の肩をポンポンとされ「おい、聞けよ」と言われている。

・立花　圭様～診察室へ行く事を拒否しAユニットにて診察を受ける。体調は「大丈夫」と話しているが、作業療法への参加は出来ていない。「明日から行く」と答えている。臨時薬はコントミン糖衣錠25mg終了、ロドピン75mg→125mgへ増量、他同内容で7日分処方。

・赤石　陽介様～交際相手の女性が自殺未遂された事を話されている。幻覚は無いとの事だが、同室者が動き回ったり、笑ったりして少しうるさいと不満も話している。3/31デポ剤注射は予定通り行う予定。東病棟Bユニットへは空き次第移動許可。

・小西　哉子様～幻聴については「あったり、なかったり。」と答えている。内容は「早く出た方がいいよって。」と、強めの口調と話す。臨時薬はブロチゾラムOD 0.25mg終了、エスタゾラム2mg追加、アリピプラゾールOD 6mg→12mgへ増量となり、他同内容で7日分処方。

・大脇　ユミ様～食事摂取でき、体調も良いとの事。診察中、ニコニコされ、主治医の問いに答えている。3/31退院予定。

・的場　舞様～「母親には無視されている。外出もどうせ27日のやつもダメだ。母親をなんとかして、児童相談所との面談も早くしてよ、先生じゃなくて私出来ますから。」等退院出来ない事や入院への不満、個室に行きたい等、徐々に口調強めて訴えている。退院は母親の同意が無くてはいけない事、児童相談所と面談調整している事を主治医より説明している。診察室から出る際、ドアを叩きつけるように開けている。

・安達　貴浩様～親が非協力的だと不満を言われている。「自宅に帰りたいと言えば、怖い、何するかわからない、消防にもマークされている。アパートへと言えば、目が離せないと。20年も前のこと言って。」と話している。Bユニットで安定して生活を送れるようにする事、西病棟へ行ける事等目標持っていきましょうと主治医より説明を受けている。

・藤井　孝蔵様～体調は良いとの事。表情良く受け答えされている。

・袴田　隆裕様～体調は良いとの事。退院について考えていきたいと主治医より説明あり。退院支援調整していくように指示あり。必要時、面談実施するとの事。GHへ再入所可能か確認必要。臨時薬同内容で7日分処方。

・城前　実様～不調等の訴えは無い。食事や睡眠は取れているか主治医に問われると頷いている。

・佐藤　真実様～状態安定している。食事も摂取でき、夜間の睡眠もとれている。読書して過ごされ、主治医からの質問にも受け答え出来ている。自宅退院の方向、退院支援調整(ケアマネへの連絡)を進めていくよう指示あり。

・久慈　昭様～体調について「普通ですよ。」と答えている。痛いところ等も無いとの事。臨時薬同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～脱衣行為無く診察を受けている。主治医からの声掛けにニコニコされている。

・川口　康晴様～体調はすごく良い事、飲酒や喫煙要求も無く過ごせている事を話されている。ここ最近の職場に連絡や仕事に行くと話していた事について問われると「仕事の夢を見て、仕事行かなきゃと思って。仕事行かなくていいよと言われてハッとなったんだよ。」と話している。高齢者用のアルコール依存症治療プログラムを継続していくよう主治医より説明あり、了解されている。臨時薬同内容で7日分処方。

・田中　敬様～便秘がひどいと訴えあり、頓服薬の下剤を毎日服用可と説明受ける。断酒については単身生活で話が出来る人が居酒屋にしかいないと同様に話されており、ノンアルコールでちょっとは飲酒してそんなに量は多くなく、という発言も聞かれている。夜間の睡眠は取れているとの事。アルコール依存症治療プログラムを継続すること主治医より伝えられ、了解している。西病棟に移動後は運動もしたいと話されている。臨時薬同内容で7日分処方。

